
は
じ
め
に

岩
手
県
南
部
旧
田
村
藩
領
内
に
は
、
浄
土
宗
寺
院
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
非
常
に
念
仏
の
盛
ん
な
地

域
で
あ
る
。
そ
の
地
域
の
一
部
で
は
、
百
萬
遍
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
百
萬
遍
念
仏
の

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
江
戸
時
代
中
期
の
祈
祷
念
仏
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
報
告

す
る
。

一
百
萬
遍
念
仏
に
は
、
数
珠
と
鉦
（
ふ
せ
が
ね
）
と
数
札
が
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
箱
に
納
ま
り
、
さ
ら

に
そ
の
本
尊
と
し
て
利
剣
名
号
と
宝
珠
名
号※
１

が
備
え
ら
れ
て
い
た※

２

。

箱
の
裏
書
き
に
、

宝
珠
及
利
剣
名
号
者
弘
法
大
師
之
書
法
大
我
上
人
之
模
写
…
…
後
略


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と
あ
り
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
年
号
か
ら
、
大
我
（
一
七
〇
九
〜
一
七
八
二
）
の
書
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
数
札
の
左
右
に
、

右
側
　
「
利
剣
名
号
断
除
三
界
厄
難
」

左
側
　
「
宝
珠
名
号
救
済
二
世
貧
窮
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
百
萬
遍
念
仏
が
現
世
利り

益や
く

の
念
仏
と
し
て
宝
珠
、
利
剣
の
名
号
を
本
尊
に
修
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

二
大
我
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
祈
祷
念
仏
論
争
の
立
役
者
で
あ
っ
た
。
当
時
、
鎮
護
国
家
と
い
う
大

命
題
の
も
と
、
祈
祷
念
仏
に
つ
い
て
の
論
争
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
橋
俊
雄※
３

氏
や
長
谷
川
匡
俊※
４

氏
が
す
で
に
指


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摘
を
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

長
谷
川
氏
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
祈
祷
念
仏
否
定
派
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
関
通
（
一
六
九
六
〜
一
七
七
〇
）
や
法
洲
（
一
七
六
五
〜

一
八
三
九
）
ら
で
あ
る
。
否
定
し
た
根
拠
は
現
世
へ
の
執
着
に
つ
な
が
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
抗
し
た
現
世
利
益
の
念
仏
（
祈
祷
念
仏
）
は
次
の
三
つ
に
類
型
化
さ
れ
る
と
す
る
。

（
一
）
念
仏
祈
祷
説
　
大
我

（
二
）
現
当
両
益
説
　
徳
本
（
一
七
五
八
〜
一
八
一
六
）

（
三
）
祈
祷
方
便
説
　
慈
光
（『
浄
業
問
弁
』
宝
暦
三
年
、
一
七
五
三
刊
を
著
す
）

徳
本
は
、
念
仏
さ
え
申
し
て
い
れ
ば
現
世
安
穏
、
後
生
清
浄
土
と
言
い
、
現
当
二
世
の
両
益
を
説
く
。

慈
光
の
説
は
、「
厭
欣
心
の
強
い
人
は
、
自
ず
か
ら
往
生
の
た
め
に
念
仏
を
称
え
る
が
、
念
仏
の
現
益
に
触

発
さ
れ
て
念
仏
に
励
む
人
も
い
る
。
信
心
の
き
っ
か
け
は
ど
う
あ
れ
念
仏
の
道
に
導
く
こ
と
こ
そ
弥
陀
の
大

悲
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
説
で
あ
る
。

百
萬
遍
念
仏
に
自
説
を
託
し
て
広
め
よ
う
と
試
み
た
の
は
、
長
谷
川
氏
が
祈
祷
念
仏
論
者
と
位
置
付
け
た

大
我
で
あ
る
。

大
我
は
『
専
修
祈
祷
論
』（
寛
延
三
年
、
一
七
五
〇
）
を
著
し
、
さ
ま
ざ
ま
に
人
間
に
降
り
か
か
る
災
い
を





解
析
し
、
そ
の
原
因
か
ら
念
仏
の
現
益
に
つ
い
て
、
何
が
念
仏
で
防
げ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
詳
細
に
検
討

し
て
い
る
。

例
え
ば
、
降
り
か
か
る
災
い
に
つ
い
て
、「
子
供
を
亡
く
す
」「
病
気
」「
貧
窮
」「
災
難
」「
憎
し
み
を
受
け

る
」
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
に
よ
っ
て
、
念
仏
者
の
受
け
る
利
益
を
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
詳
細
を
引
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
解
析
の
あ
と
に
、
祈
祷
念
仏
の
行
法
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

ま
ず
、
念
仏
に
よ
っ
て
増
益
祈
願
を
修
す
る
場
合
は
、
宝
珠
名
号
を
も
っ
て
本
尊
と
し
、

和
二

笑
童ノ

声ヲ
一

専
修
念
仏ス

ル
コ
ト

猶キ
下

懷
二

ル
ニ

嬰
兒
一

美
声ニ

シ
テ

称
中

ル
カ

阿
阿ト
上

是
也

と
言
う
。

ま
た
、
降
伏
を
祈
る
と
き
は
利
剣
名
号
を
本
尊
と
し
、

暴
二

シ
テ

怒
雷ノ

聲ヲ
一

専
修
念
佛ス

ル

猶キ
下

摧
二

ク
ニ

木
石ヲ
一

激
声シ

テ

發
中

ス
ル
カ

吽
吽ト
上

是
也

と
す
る
。

こ
こ
に
、
宝
珠
名
号
と
利
剣
名
号
と
い
う
本
尊
の
形
態
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
具
体
的
に
展


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開
し
た
の
が
、
最
初
に
述
べ
た
百
萬
遍
念
仏
で
あ
り
、
名
号
の
掛
軸
と
数
札
に
記
さ
れ
た
文
句
な
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
宝
珠
名
号
を
本
尊
と
し
現
当
二
世
の
貧
窮
救
済
を
祈
祷
し
、
利
剣
名
号
を
本
尊
と
し
三
界
の

厄
難
を
断
除
す
る
こ
と
を
祈
祷
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
我
は
、
貧
窮
や
災
難
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
か
と
言
え
ば
、
念
仏
の
行
者
は
常
に

聖
衆
の
護
念
を
蒙
る
が
ゆ
え
に
、
障
難
す
な
わ
ち
暴
風
に
よ
る
難
破
、
盗
賊
よ
る
盗
難
や
、
過
去
世
の
業
に

よ
る
業
難
や
横
難
に
あ
う
こ
と
が
な
い
と
考
え
て
い
た
。
お
そ
ら
く
大
我
は
、
念
仏
の
行
者
が
常
に
聖
衆
の

護
念
を
得
る
こ
と
を
、
百
萬
遍
の
念
仏
に
託
し
て
民
衆
の
実
践
に
当
て
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
利
剣
名
号
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
浄
土
宗
大
辞
典
』
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で

は
論
述
し
な
い
が
、
宝
珠
名
号
の
出
典
に
つ
い
て
以
下
検
討
し
て
み
た
い
。

こ
の
利
剣
と
宝
珠
と
い
う
言
葉
の
対
照
に
つ
い
て
は
、
香
誉
祐
海※
５

（
一
六
八
〇
〜
一
七
六
〇
）
が
宝
永
二

年
（
一
七
〇
五
）
に
述
し
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
再
治
し
て
い
る
『
愚
蒙
安
心
章
』
の
「
浄
土
宗
祈

祷
の
事
」
に


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剣
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無
上
大
利
の
宝
珠
あ
に
往
生
の
当
益
の
み
な
ら
ん
や
、
誠
に
三
世
円
融
の
極
風
浄
家
に
祈
祷
な

し
と
い
う
わ
近
く
い
は
ば
、
御
当
家
の
元
祖
家
康
公
先
祖
代
々
浄
土
宗
に
て
深
く
念
仏
の
安
心

を
決
定
し
、
厭
離
穢
土
欣
求
浄
土
の
籏
を
な
ひ
か
せ
大
願
強
力
の
弥
陀
の
利
剣
を
以
、
天
下
の

悪
党
を
退
治
し
、
…
…
後
略

と
あ
り
、
江
戸
の
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、「
無
上
大
利
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
現
世
利
益
を
主
張

し
て
お
り
、
宝
珠
と
い
う
言
葉
の
持
つ
意
味
を
標
榜
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
無
上
大
利
」
と
言
え
ば
、『
選
擇
集
』
の
念
仏
利
益
編※
６

に
出
る
が
、
も
っ
と
宝
珠
と
結
び
付
い
た
文
が
『
徹

選
擇
本
末
口
伝
抄
』
下
に
あ
る※
７

。

挙テ
二

宝
珠
無
量ノ

徳
一

合ス
二

大
乗ノ

一
多
相
入
浅
深
無
妨ニ
一

を
説
明
す
る
部
分
に
、

名
号ハ

是レ

阿
弥
陀
仏
究
竟
仏
果
無
上
名
号
也
大
利ノ

功
徳
也


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の
よ
う
に
出
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
宝
珠
の
無
上
の
名
号
、
大
利
の
功
徳
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
説

明
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

四
名
号
の
変
体
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
も
の
に
、
文
雄
（
一
七
〇
〇
〜
一
七
六
三
）
の
『
利
剣
名
号
折
伏

鈔※
８

』（
寛
保
二
年
、
一
七
四
二
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
名
号
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
種
々
変
体
の
あ
る

こ
と
を
明
か
す
。
具
体
的
に
、
利
剣
、
宝
珠
、
蓮
華
、
名
体
不
離
等
と
い
う
。

名
号
を
利
剣
に
書
く
意
味
は
、「
諸
魔
の
障
礙
を
攘
ひ
疫
神
等
の
災
厄
を
除
か
ん
為
な
り
」
と
言
い
、
宝
珠

名
号
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

宝
珠
名
号
と
は
、
字
々
皆
団
形
に
し
て
宝
珠
の
形
な
り
、
念
仏
三
昧
経
に
云
、
念
仏
三
昧
は
一

切
諸
佛
の
財
宝
な
り
、
一
切
諸
佛
の
舎
利
な
り
と
、
徹
選
択
下
に
云
、
念
仏
三
昧
を
以
て
如
意

宝
珠
に
喩
ふ
、
乃
至
一
切
衆
生
を
し
て
罪
を
滅
し
て
往
生
せ
し
む
、
豈
に
珠
の
力
用
に
あ
ら
ず

や
と
、
論
註
に
云
、
譬
へ
ば
、
浄
摩
尼
珠
を
濁
水
に
置
け
ば
水
清
浄
な
る
が
如
し
、
も
し
人
無


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量
生
死
の
罪
濁
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
彼
の
阿
弥
陀
如
来
の
至
極
無
生
清
浄
宝
珠
の
名
号
を
聞
て
、

こ
れ
を
濁
水
に
投
ず
れ
ば
、
念
々
の
中
に
罪
滅
し
て
往
生
す
る
こ
と
を
得
と
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
体
を
書
す
る
目
的
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

元
よ
り
万
徳
所
帰
の
名
号
な
れ
ば
、
各
一
徳
を
挙
て
書
き
表
さ
ん
に
、
名
号
の
形
貌
も
ま
た
無

量
な
ら
ん
、
今
姑
く
三
五
を
示
す
の
み
、
此
護
持
宝
印
の
如
き
、
二
世
の
所
求
を
満
足
す
れ
ば

宝
珠
の
用
あ
り
、
煩
悩
の
濁
に
染
ま
ぬ
妙
法
な
れ
ば
蓮
華
の
徳
あ
り
、
名
に
即
す
る
仏
体
な
れ

ば
名
体
不
離
の
益
あ
り
、
今
正
く
降
伏
妖
邪
の
相
を
顕
し
て
利
剣
形
を
用
ひ
た
り

な
ど
と
言
う
。

文
雄
に
よ
れ
ば
、
宝
珠
名
号
も
万
徳
の
う
ち
の
一
徳
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
二

世
の
所
求
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
力
は
滅
罪
往
生
と
い
う
宝
珠
の
機
能
に
あ
る
。

『
論
註
』
の
宝
珠
名
号
の
譬た
と

え
は
、
下
下
品
の
人
が
十
念
に
乗
じ
て
往
生
す
る
の
は
、
無
生
の
生
で
は
な

く
実
の
生
で
あ
る
と
い
う
誤
っ
た
考
え
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
を
破
す
と
こ
ろ
に
譬
え
と
し
て

出
て
く
る※
９

が
、
阿
弥
陀
如
来
の
名
号
の
徳
を
宝
珠
に
譬
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
文
雄
の
引
用
す

る
と
お
り
で
あ
る
が
、『
論
註
』
で
は
、
さ
ら
に
阿
弥
陀
如
来
の
無
上
の
宝
珠
を
無
量
の
荘
厳
功
徳
成
就
の
幡


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で
く
る
ん
で
往
生
す
る
者
の
心
の
水
に
投
げ
入
れ
れ
ば
、
邪
見
を
転
じ
て
智
と
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

比
喩
が
続
き
、
宝
珠
に
よ
っ
て
、
凡
夫
の
心
が
如
来
の
功
徳
に
よ
り
熏
習
さ
れ
る
効
果
の
あ
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。

五
文
雄
の
諸
説
と
『
論
註
』
か
ら
、
読
み
取
れ
る
宝
珠
名
号
の
現
世
利
益
は
滅
罪
と
熏
習
的
効
果
と
い
う
こ

と
が
言
え
よ
う
。
滅
罪
に
つ
い
て
は
、『
観
念
法
門※
１
０』
や
『
往
生
要
集※
１
１』
に
示
さ
れ
る
念
仏
の
現
益
の
重
要
な

要
素
で
も
あ
り
、
浄
土
教
に
お
け
る
現
世
利
益
の
中
心
に
な
る
機
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
我
の
求
め
る
宝
珠
名
号
の
機
能
は
、
さ
ら
に
進
ん
で
「
救
済
二
世
貧
窮
」
で
あ
る
こ

と
を
前
に
述
べ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
明
確
な
論
理
を
大
我
自
身
も
立
て
て
い
な
い
の
で
推
論
に
す
ぎ
な
い
が

『
安
楽
集
』
の
次
の
比
喩
表
現
※
１
２

に
注
目
し
た
い
。

如シ
下

下
賤ノ

貧
人
獲テ
二

一ノ

瑞
物ヲ
一

而
以
貢
レ

セ
ン
ニ
ハ

王ニ

王
慶テ
二

所
得ヲ
一

加フ
二

諸ノ

重
賞ヲ
一

斯
須ノ

之
頃ニ

富
貴
盈カ
上
レ

望ニ

豈

可
レ

ン
ヤ

得
レ

言
丙

コ
ト
ヲ

以
下

数
十
年
仕テ

備ニ

尽
二

セ
ト
モ

辛
勤ヲ
一

上
下
尚ヲ

不
レ

シ
テ

達
而
帰ル

者
上

ア
ル
ヲ

言
二 テ

彼ノ

富
貴ヲ
一

無
乙

カ
ン
ト

此ノ

事
甲

也


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今
、
円
諦
の
『
安
楽
集
纂
釈※
１
３』
に
従
っ
て
解
釈
を
加
え
れ
ば
、「
も
し
、
貧
乏
な
人
が
い
て
、
瑞
物
（
す
な

わ
ち
こ
れ
を
無
上
の
宝
珠
と
し
、
念
仏
に
譬
え
る
）
を
得
て
、
王
（
弥
陀
）
に
献
上
す
れ
ば
、
王
（
弥
陀
）

そ
れ
を
喜
ん
で
、
す
ぐ
に
望
み
の
富
を
与
え
る
（
仏
、
念
を
か
え
し
て
弾
指
の
間
に
往
生
を
得
る
）
で
あ
ろ

う
。
数
十
年
辛
い
勤
め
に
耐
え
て
も
な
お
富
を
得
ず
帰
る
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
に
（
自
力
難
証
の
道
に
進
み

引
き
返
す
者
も
い
る
の
に
）」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
、
第
二
大
門
中
の
、
衆
生
が
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
往
生
で
き
る
理
由
を
問
う
問
答
の
一
部
で
あ
る

が
、
念
仏
を
宝
珠
に
譬
え
て
、
無
上
の
功
徳
の
あ
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
比
喩
表
現
で
は
あ
る
が
、
貧
窮

を
救
済
す
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。『
安
楽
集
』
で
は
、
こ
の
比
喩
表
現
の
す
ぐ
あ
と
に
先
の
『
論
註
』
の

宝
珠
名
号
の
記
述
が
引
か
れ
て
い
る
※
１
４こ
と
も
あ
り
、
大
我
の
思
想
の
根
底
に
は
こ
の
比
喩
表
現
が
あ
っ
た
こ

と
が
憶
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
ま
た
、
最
初
の
数
札
の
文
句
に
戻
る
が
、
貧
窮
と
厄
難
と
言
え
ば
、『
無
量
寿
経
』
の
「
四
誓
偈※

１
５」

に
出
る

法
蔵
菩
薩
の
誓
願
と
し
て
の
救
済
と
直
接
結
び
付
い
た
言
葉
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



現世利益の一側面

●
法
蔵
菩
薩
の

誓
願
と
現
世
利
益



事
実
、
大
我
は
『
専
修
祈
祷
論
』
の
巻
末
に
利
剣
名
号
と
宝
珠
名
号
を
掲
げ
、
前
者
に

神
力
演
大
光
普
照
無
際
土
消
除
三
垢
冥
広
済
衆
厄
難

後
者
に

我
於
無
量
劫
不
為
大
施
主
普
済
諸
貧
苦
誓
不
成
正
覚

と
添
え
書
き
し
て
い
る
。

大
我
は
、
宝
珠
の
名
号
の
滅
罪
の
機
能
よ
り
も
直
接
的
に
宝
と
い
う
感
覚
を
大
事
に
し
て
貧
窮
を
済す
く

わ
ん

と
し
、
利
剣
名
号
の
剣
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
厄
難
を
断
除
せ
ん
こ
と
を
託
し
、
法
蔵
菩
薩
の
成
就
さ
れ

た
誓
願
に
乗
せ
て
、
念
仏
の
功
徳
を
説
き
実
践
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
難
し
い
経
論
解
釈
を
重
視
す
る
よ
り
も
、
根
底
に
は
論
拠
を
持
ち
な
が
ら
、
民
衆
の
実
践
の

た
め
に
よ
り
直
感
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
利
剣
と
宝
珠
の
名
号
を
本
尊
と
し
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
祈
祷
的
要
素
（
大
我
の
挙
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
息
災
・
増
益
・
敬
愛
・
降
伏

な
ど
※
１
６）

か
ら
救
済
貧
窮
と
断
除
厄
難
を
そ
れ
ぞ
れ
宝
珠
と
利
剣
名
号
に
託
し
た
の
は
、
そ
れ
が
法
蔵
菩
薩
の





誓
願
と
直
接
結
び
付
い
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

今
回
紹
介
し
た
よ
う
に
、
祈
祷
目
的
で
製
作
さ
れ
た
百
萬
遍
念
仏
の
数
珠
が
、
利
剣
お
よ
び
宝
珠
の
名
号

と
と
も
に
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
、
民
衆
へ
の
受
け
入
れ
や
す
さ
と
い
う
観
点
を
重
視
し
た

大
我
ら
の
功
績
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
現
世
利
益
的
意
味
付
け
は
失
わ
れ
、

故
人
の
冥
福
を
祈
る
形
に
変
化
し
て
お
り
、
習
慣
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
導
入
に
当
た
っ
て
は
当
時

と
し
て
も
現
世
利
益
性
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
評
価
で
き
る
事
象
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。



現世利益の一側面



※
１
利
剣
名
号
（
右
）
と
宝
珠
名
号
（
左
）

※
２
こ
の
百
萬
遍
念
仏
数
珠
の
完
全
な
組
は
、
岩
手
県
西
磐
井
郡
千
厩
町
伊
藤
一
氏
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

※
３
日
本
仏
教
研
究
会
『
日
本
宗
教
の
現
世
利
益
』（
大
蔵
出
版
、
昭
和
四
十
五
年
、
一
一
九
〜
一
二
六
頁
）

※
４
長
谷
川
匡
俊
『
近
世
念
仏
者
集
団
の
行
動
と
思
想
』（
評
論
社
、
昭
和
五
十
五
年
、
一
二
六
〜
一
三
七
頁
）

※
５
祐
天
寺
起
立
、『
愚
蒙
安
心
章
』
は
祐
天
寺
蔵
。

※
６
『
浄
全
』
七
、
二
八
頁

※
７
聖
聡
講
述
、『
浄
全
』
七
、
一
六
〇
頁

※
８
『「
広
疑
瑞
決
集
」「
利
剣
名
号
折
伏
抄
」』
合
巻
（
大
正
三
年
、
一
五
九
頁
）

※
９
『
浄
全
』
一
、
二
四
五
頁
下
〜
二
四
六
頁
上

※
10
『
浄
全
』
四
、
二
二
七
頁
。「
滅
罪
増
上
縁
」「
御
念
得
長
命
増
上
縁
」「
見
仏
増
上
縁
」「
摂
生
増
上
縁
」「
證
生
増
上
縁
」
を
挙
げ
る
。

※
11
『
浄
全
』
十
五
、
一
一
七
頁
。「
滅
罪
生
善
」「
冥
得
護
持
」「
現
身
見
仏
」「
当
来
勝
利
」「
弥
陀
別
益
」「
引
例
勧
信
」「
悪
趣
利
益
」
を
挙
げ
る
。

※
12
『
浄
全
』
一
、
六
八
六
頁

※
13
『
続
浄
』
六
、
二
〇
六
頁
。
円
諦
は
明
和
年
間
の
人
と
解
題
（
二
四
頁
）
に
あ
る
。

※
14
『
浄
全
』
一
、
六
八
九
頁

※
15
『
浄
全
』
一
、
一
一
頁

※
16
『
専
修
祈
祷
論
』
に
出
る
。



註


